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　　　Otsuka （2011, 2014, 2015） have investigated how vocal back-channels are used in Japanese ﬁrst-
encounter conversations among three males. In this paper, not only vocal back-channels, but also non-
vocal backchannels will be investigated, speciﬁcally in a Japanese ﬁrst-encounter conversation between 
two males. We will show that the non-vocal backchannels play a very important role in the constructing the 
interpersonal  relationship in the Japanese conversation.










































2 － 1. 調査資料
　本稿で使用するデータは約 30 分間の男性 2人による初対面会話（1）である。会話はビデオに録
画すると同時に、ICレコーダーに録音した。会話収録日は 2011 年 11 月 27 日で、収録場所は東














73初 対 面 の 2 人 会 話 におけるあい づち 行 動
（2）発話文の認定
　　発話文番号　話者
01　17-1       　　  J33
02
03　18          　　  J40
04　17-2       　　  J33
05
06　19          　　  J40




11　20          　　  J40





するのと、穴を掘るっていう、言い方をすることも、あると思う   　　　　　　　　　
ん＜ですけど。｛＜｝,,
＜はい＞｛＞｝。















3 － 2 － 1. 発話文とあいづちからなる発話文
　各会話参加者のあいづちから成る発話文（以後、「あいづち発話文」と呼ぶ。）がそれぞれの発
話文総数に占める割合を調査する。J33 のあいづち発話文数は 184 で、発話文総数に占める割合
は 44.77％である。一方、  J40 のあいづち発話文数は 59 で、 発話文総数に占める割合は 17.66％
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非言語行動のみ 音声言語のみ 同時あいづち 合計
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 196 51.58% 26 6.84% 158 41.58% 380 100.00%
J40 288 83.00% 15 4.32% 44 12.68% 347 100.00%
会話 484 66.57% 41 5.64% 202 27.79% 727 100.00%
話者
縦下 縦上 合計
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 110 69.62% 48 30.38% 158 100.00%
J40 35 79.55% 9 20.45% 44 100.00%
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話者
ああ いやー うわー うん
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 29 15.76% 1 0.54% 5 2.71% 77 41.85%
J40 8 13.56% 0 0.00% 1 1.69% 4 6.78%
会話 37 15.23% 1 0.41% 6 2.47% 81 33.33%
ええ おお そうか そうですね
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
1 0.54% 1 0.54% 1 0.54% 2 1.09%
0 0.00% 7 11.86% 1 1.69% 5 8.47%
1 0.41% 8 3.29% 2 0.82% 7 2.88%
そうですよね たしかに なるほど はあ
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
2 1.09% 0 0.00% 13 7.07% 4 2.17%
0 0.00% 1 1.69% 5 8.47% 3 5.08%
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はい ふうん ふん へえー
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
7 3.80% 1 0.54% 0 0.00% 31 16.85%
11 18.64% 3 5.08% 2 3.39% 4 6.78%
18 7.41% 4 1.65% 2 0.82% 35 14.40%
ほう やー 複合 合計
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
0 0.00% 0 0.00% 9 4.89% 184 100.00%
1 1.69% 1 1.69% 2 3.39% 59 100.00%
1 0.41% 1 0.41% 11 4.53% 243 100.00%
　あいづち発話文の使用頻度は J40 より J33 のほうが高い。J33 の使用数は J40 の約 3倍に及ぶ。





















3－ 3－ 1. PPU
　音声によるあいづちが PPU末に打たれているか、PPU中に打たれているかを調査したのが表
5である。
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話者
PPU 末 PPU 中 合計
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 127 69.02% 57 30.98% 184 100.00%
J40 43 72.88% 16 27.12% 59 100.00%








頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 86 46.74% 98 53.26% 184 100.00%
J40 25 42.37% 34 57.63% 59 100.00%
会話 111 45.68% 132 54.32% 243 100.00%
話者
PPU 末 PPU 中 合計
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 44 44.90% 54 55.10% 98 100.00%
J40 18 52.94% 16 47.06% 34 100.00%










　表 6と表 7から、それぞれの会話参加者の PPU末で打たれたあいづち数がわかる。J33 は 130
回で、J33 のあいづち総数の 70.65%を占める。J40 は 43 回で、あいづち総数の 72.88％である。
会話全体で見ると、71.19％が PPU末で打たれていることになる。
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視線 視線・うなずき 視線・縦上 視線はずし
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
J33 25 42.37% 28 47.46% 3 5.08% 0 0.00%
J40 60 33.33% 13 7.22% 0 0.00% 15 8.33%
会話 85 35.56% 41 17.15% 3 1.26% 15 6.28%
視線はずし・
うなずき うなずき 頭の動き なし
頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合
0 0.00% 2 3.39% 0 0.00% 1 1.69%
2 1.11% 17 9.44% 1 0.55% 72 40.00%
2 0.84% 19 7.95% 1 0.42% 73 30.54%








度は J33 がわずか 1.69％であるのに対し、J44 は 40.00％に上る。J33 は頭の動きを含めて聞き手






















ると、J33 は 354 回非言語によるあいづちを打っていることになり、あいづち総数に占める割合
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　02a　  J33  そうですね。
　02b  　J40  　↘　↘
　03a 　 J33  あの、修論は、さっきとはまたちょっと違う構文なんですけど。
　03b 　 J40         　  ↘　　　　　　↘
　04a  　J33  なんか、こう、１つ、の、まあ動詞は同じなのに、ま、違うタイプの、あの、
　04b  　J40　　　　　　　↘　　　　　　　↘　　　　　　　　　↘
　05a  　J33　構文で、使えるみたいな、感じのものを、やってて、日本語で言うと、
　05b  　J40  ↘　　　　↘　　　 　　　　　　↘　　　↘
　06a  　J33　何だろうな。
　06b  　J40  ↘
　07a  　J33  あの、≪短い間≫ペンキを、壁に塗るっている言い方と、壁をペンキで
　07b  　J40     ↘　　　　　　　↘　　   ↘　　↘　　　 ↘　　　　　　↘　　↘
　08a  　J33　塗るっていう言い方ができて。
　08b  　J40  ↘　　　↘　　　↘
　09　　J40　ああ、はいはいはい。↘




    （6）　J33 の非言語によるあいづち
　01 　  J33  けっこう、今回の、≪短い間≫＜ 3月からは＞｛＜｝。
　02  　  J40  ＜どうなんすかねえ＞｛＞｝。
　03  　  J40  うーん、会津は、じ、けっこうあの、原発からは離れてるんですけど ,,
　04　    J33  はい。↘
　05a      J40  90 キロとかそんぐらい、離れてるから、あんまり、≪短い間≫その ,,
　05b      J33  　　　↘　　　　　　　　↘　　　　　　　↘
　06　    J33  ＜うん＞｛＜｝。↘
　07a      J40  ＜げん、放射能＞｛＞｝とかで汚染されてはいないはずなんですが ,,
　07b      J33         ↘　　　　　　　↘　　　　　　　↘　　　　　↘
　08　    J33  うん。↘
　09a      J40  されてない、とされてます。
　09b      J33  ↘　　　↘　　　↘
　上記（6）は、東北の地震の影響について語っているところである。直接的な質問の形式は採っ
ていないが、01 行目で J33 が J40 に対して 3月からの状況について話をするように促すと、02















の両者を含む）を行った場合、聞き手のあいづちが同時あいづちになる割合は J33 が 87.88％で、
J40 が 81.82%である。
　（7）　J40 の聞き手としての非言語行動
　01　  J33  で、日本語、だと他にもなんか、こう、お湯を沸かすとかいう、言ったりする
　02　  　　ときには、別に、お湯に対してなんかやんじゃなくて、沸かした結果できる
　03　  　　のがお湯だったりとか。G+↘
　04　  J40  はあはあはあ＜はあ＞｛＜｝。↘
　05　  J33  ＜みたいに＞｛＞｝。
　06　  　　一口に目的語っつってもいろんなのがあったりとかして。G+↘
　07　  J40  なるほど。↘
　上記（7）では、J33 が J40 に視線を向けると同時に頭を上から下に動かすと、J40 も音声によ
るあいづちを打つと同時に頭を上から下に動かしている。
　（8）　 J33 の聞き手としての非言語行動
　01　  J40  分野違うとよくわかんないすっよね。G+↘






本語のうなずきとあいづちについて、Kita & Ide（2007：1251）は”…, social bonding can be 
established through the exchange of nods and aizuchis , relatively independently from the referential 






















(5) J33 が 184 回あいづちを打っているにもかかわらず、直前の話し手となる J40 の非言語行動が　
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